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clうxPく遷し＼春がめぐって凍上とI@いてし半ら.孝や､吹く

風土二初夏の香りを感じる頗こtfりまし1-"

皆さん　し＼かかあ盈ごして､寸が.

今孝もス友の会北海逮真部の総会も開催づる遭ひと狛)ま

LJ-J今年Ll　医療藤津倉を別の機会仁ゆす亘倉輿のひL I)

がう寄せら折二一鹿の子紙を禿t二皆さんと犬し辛詰L,食う長

流合仁恵孝､を置くことに致しヨLTこ.

医学の連動こJt).病人で乙7ごく健家人7 tJも､し､.私たちの

ような人たちが増えてし､<中子.釘の栗定疾患対策乙見直しが

fcL'されようとしてLlます｡

-日四一の十国衆伽7･ Lよ_｢勝賛病患者の,結婚と就威J

tlL､ケ木皮漠然としたテーマ(こt/ガ切､わらす｢同病相あわil

も.ど/し､うLr卜をLiる机工藤えた.前向きのむのを感じまし

た｡

今田も｢暦原病患者の将来につLlて.とし､う.とらえところ

のtJL､ようLjテーマ7.すが.せれみん//の共通の間盈ヒして

秀k/7みたし､t,思し､ます｡

1-一一一-　/ ----I
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今秀の交誘倉の中がら､ ㌧春雪C)拷てるあな'上の朋日.がチ

う､J′こてF)見iuたら.壬握i-t,してL3本掌7一す.

夜の会遁支部の会員/U ,/bc)ノ亀の大所帯とfJL)ました｡

皆さんの本音を節がピて了さし＼ a

･しこ尤のノ～､折あう　ごnx+'がな合にして行さ上Llの7才｡

よろしくお頗し､しま1.

､.,.,思t..lwfw,絡緒,/,5%員-同

槻し､がか旭こし仰.　義軍
卑L,＼L)の7　私1JJSL Eヒつき合しl始df)て/0斉E]の春を迎

えまし7-"

おれ付言7､二二教勘まプL,ドニンC77置t'妾足し　日夢

生-:,aLま鮭庫tj人と/全く疲れL伍､く､発病当碑.こてZ)今のよ

う7J生活が7さもも'どtlしま/Ef7L,し､むし3でん7L LT-"

てt).人間の相和1,尽きな七､のてすね.以前l-JJ終修むつ

がtfがっ上生議が今二可能L'Jfった鋸二　今風抑｣の′L配か

/じがら練れtJL､の7-す｡

当禁のことてL寸が.発病当路子疎だ-7一二私かbう20八

草ば乞遜j-ました｡

これから長い滑車人生を生き.扱し､ていLTbT-:ろうが7

2



親乞掛)にしてし､Llb碑間もあとわ寸や､･融封入て隻さて

し､月るのてt LJう尤上席神的tJ'面b勿論て･寸が･牙-仁稚

さ和クにどうやって農らしてし､Llbの下しよう.

若し､うちは症状がを足してし＼れ封可とが働くニLt, 7Lき

るがt)し辛7JL＼.てb　将来む白倉のカ7働いて麓t7 L7し､

巾o'がしら･ ｡こんな,讐し斬空くのLi鬼瀬17両､?

座机ュ.ある禿疎て･し三傑済,r/不孝7-It･思うの7す｡今を隻

さる鼻て賭し､っぱし､の人もたくJんし､ろ中7- L

7.む　軌こてtJ/囲蕗卜な搾乳やはり考え引-J鉦細

な､㌧＼ん7号｡

年金摘足し二期緒7さす　如,まr T-BえもてきろLますが

TdTL＼ ｡ t:う考えても,現経てLLま肴足した象らしが7･き崩オ料

LJ見っがらtJLlん7号｡

ニ頼･ら毎日威張頼｢即.が私達病気を,1111,,着

仁君してむ.妾′lJ-(7ご～如月日下動1てL3LL､ --ニ巨Jt･＼､

机7,今･二アいか1番1了LV, T耳o

:㌔ ､/し.: ､JiL∴.三･i　　言Jt ∴う㌍てこ･,71_貢十潤し伐てL EE

響:言隼U,.:i.繁　j上り.三且息._..,鷲J't…,去､恩…′豊

●



◇と　き:　昭和59卑6~F]2日(i)/--3日(日)

◇ところ:　北海適難病センター

丸斬中泉正而4-一条1毎/OT EI

TEL_. (5L/2)3233

●

●

◇スケ長ル:㊨

(裏J垂)

◎勿d)て勧ロされろ方へ

今年む顛病センター見学

/a:00　　牙,//田支部焼金

/8.･00　体熱

I含:30　　夕　食

交流会(i)

の晴間を設けます.暮雲者甘お申L出てjL､.

･x E]舟場珂孝不用電動て1いてしま下さ己ま千

-専務考慮肇-長谷叫-

TEL. 0// (S'/2)3233
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･._-牙J l回文郡鹿金線孝

D B㌫ロ5g朋活動葬巷

-;R貸解告

会計監査亨賠

2) B封ロ59年賓汚勧方針及び葦原

3)紹新吉甥凍媒員遠出

新棟舜莱拶

Lf)その他

北海遭無病センター案内図

札IE市中央区補4集酉10丁目　℡(011)512-3233

財艮法人　北海道Jl荊連

史　　　　　iL

●地下鉄:東西片面HTB堺1ウ妙いて10分

筆私片す甘さ郷}り*L､で15分
●市甘.,'久:南る緬/灯自舶軒

(頼4)暮*内行　西IIT日莞

(軒54)　〝　　礼服前党(西llr自性由)

(瀦64) JI　･札札駅北Ej先(　　〝　)

(鵡55)#普行　　札榔爪先(すすき4)蛙由)

●L:ようでつパス:南舶//瑚管軒

(7)石山大ヰ行　札lはターミナル莞(甫4点種由)

(8)石山中央行

①._EZg脚生●ビル● 劔價l札■暮 

■T■∫■■ 【脚■ 佑ﾓﾘ7�ﾒ��7F�ﾆﾅB�(x匣ｾii��冤fnFf ��I 

イ A よ 冉ｲ����5����･-,.Jーへ- 

I 札■プリンス dLナ �� 劔 

I 劔 

中央帥- ��ふJkン,_I 劔 

主義 ��剿�� 

∫ 鳴���桓章二∬FJ逼;遍l 大1石ihスタン>' y1- ■ 劔▲一lJDTfJの■J itlt87Tfヨ fFiF群 

∫



カロ

芸≡-:
宿泊贋Lま乱軸円

交通費は｡芽LT晩市内の方鮎円
三

｡地方からの方　旅費の孝厳

食草代しまo夕食　ff.腕円

o朝食　鮎円

●

･X･尚､当日合動In　友の合の年会費(年200円)を

お安し1しま号｡又. ′ト鏡をこ同意し＼たた日和ま善し＼

~LLT右

御口申し込みしま

同村のハガ利こて

任所･ RJ鬼を暮し､て

SF12g日迄ユニお出しー下さし､.



8本濃東新蘭1984年2月1日付より

結核･精神病･難病など

公費負担見直し 厚生省が
チーム

年生省Eよ31臥培挽榊病など.かかっT=医務廿の全板またLト部を

団が患者に代わって負抱する公坪負担医舶膿を中,長期的な札点から見

直す方針を固めf=｡国民皆保険制舵が定番Lている中で.特定の病気を保

険制皮の枠外とすることに従来から強い反発がか).特に大蔵省は財政状

況のひっ迫を理由に公や負担分を保険制既に同代わl)するよう求めてきT=｡

年生省は近く省内にプロジェクけ-ムなどの研究棟関を発足させ,本格

的な検肘作熟こ入るが･公甘地を受けている患者団体などからの反発は

必至で.抵詮か出るまでには相当棒杭しそうだ｡

負絶叫の患者反発必至

公珊艮机の対象となる柄気は括楓柵神風各種稚病など相当の故に上

っている｡国はこうした病EJt一二かかっ1=患者の支払うべき医瀬野のうち,

璃矢の捜塀や粗空に応じて･ ①全帆②一缶分, ③医者保険のうちの自己

負M･分-を朋代わ1)している｡これらの柄知か､ずれは新二長期間を

要しt官艇の負1-n･ほい｡まT=.枯枝などの病気を接滅するためには患者

にとって折襟が受けやすい現場を作る必羊もあるため.団が患者に代hっ

て医蝶耳を負抱してきた｡

しかし･こうした公甘負担医卵価に対Lてiよ｢保険制皮の原則から外

LLるt･のT-]｣という批判レ払まっている｡匡収骨保険制虎が定塘している

現在一時'iEの鏑矢だけを保剛膿の枠外とするのほおかしいというのが.

こうした批判の根拠である｡ 55年には行政管理庁ほや負担制度のあり方

を相本的に見威すよう求めている｡

称こ59年碇予拝由虎でiま大歳省机公や負撫医療の比率を下げ,その分

を保険で補うよう嶺く主張L,=｡ただ今回の予算では鼓用者保険の一朗負

担などの改革案を盛')込JLでいることから.大蔵省も59年度予算の公平負

担の保険肩代わり実施を餐特約にはあきらめ. 60年度以降の拝眉として残

し1=｡年生省【こよると公千A也医療升は稔耕で年仰一兆円にのぼっている.

7　-

●
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牙/2回難病患者.障害者と審族の

全速集合のみ知らせ

今皐の全盛集会甘昨年に引き統さ札幌を離れて適館で蘭

催可るニLt,な､りまLT-_.

合我執ま､鮒をJAえて～奇あ塵紙七の中て耳｡

●　3Tこ.舟飢了湯の川クうントホテルこ7-g.

賓イ和ナの時期てLbあり.容族そ7) 1ての券かt'組します

集合を成功させる執これcr I)99くの御ロを曹ね7お麻し､し

まう｡ E]碑.合燭. El疋勤ま下記0)通力です.

◇ E)頭　昭和Sg卑7月28日でエ)～29日(冒)

◇開催地及び会づ易

●　　　　｡遜僻耳

o湯の)Jけランド,iTtテJL,

函館帝湯川町3丁巨‖各/7号
TEL. 0/3g(57)q/a/

｡匡J欽青函連絡船

g
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参刀口費しこついて

宿泊費tj､（に白2釧ﾐ1印00円）マズ。

交通費については礼幌ぐ難病七ンタづ万来マツ/ブミけ

れよあじ塙萌鍾㈲八千往復しまでの不能帷欽の往復

（礦循費です特元

尚、座昨会夕らの該勁にっいフcｺﾞ掃討中です。

゜贈鮭］

●.・

支部総乱全道萍会と重オ列子事マ･会員ク)榴=ｊんに旅費等

の循丿刀乞甘るにし財政四鮮に苦しし水態了爆。

出来研こすﾀﾀくの方に疹加してしソソと阿こぐ出未る限りの

援防とし几いし考えているがらです

つきｊレフし]こうＪンプーび)販売は勿論で不出下記(ｱ)蓼綱

につうばレしご協力をお誘いしま爪

全道集会の開催に吋づ八プログラムをイ乍製しj竃

そのプログラム釧心裟広告を渫めてい几ﾉﾋﾟ乱広告

料の占子｣が友の会に進元されま寸。

昨詳しいここ広告ｲ抑貝(ﾌ)案内賓料につｊましマは｡下え

近こ連絡下さい。

饌ノ

ｰ ／○
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事務局からのお知らせ

新しく入会の方違で寸．

ｏ弁上宍ヌ

　

（シェーグレン．Ｓ２年生）

ｏ中岡祥子

　

（SLE）

Ｑ布川律子

　

(ＳＬＥ>

ｏ関川みよ　（Ｓし巳，５￥年生）

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●l●●●●●●ll●●●●●a●･●●s●●1●●l●●･●●●●●●●●●･●●●･●●11●●●●●●●●●●･●●●●●●●●●●●●●l●●●･●●4a●●●f●●●ｎ●●●●●●●●●S●●●●●●IM●●●●●●●●●●卜■((･(■･･･**

ご寄付しヽたださました．

　　

石崎直記様

　　

皆川幸子潜

　　

曰下義朗肩

　　

黛エ慶腸

／／

50.000円也

　　

800円也

　

/,７∂(つ円也

　

6,S7μ円也

　　

あ･ﾉがとうござい１した．

○

-



｀●｜

践差芦
→→

~べ

　

孕に

　

Ｗ｀゛"

　　　　　　　　　　　　　　　

ｉ？ぺ

（ご結婚おダ)でとぅ″＿ｊ

浙

　

佐々木留美子さんが去る３即８日結婚式と挙げられｊし

か．・W●

　

入会しｸﾞ当時よ釘冲学生Ｔ≒ご両親と七

されてしヽたこと乞思しヽ出します。

　

ごらや若いつを剖っせて朗るく案しい客庭を築丿上げマ下

さい。禾永＜あ摩せに。

●

　　

り新し叫主所は,下言印通収≒お石前び如藤jん，１

，

　　　　

なりｊしμ．

/２



1｀1

ﾓｙｊ

れ．よ

し，

Ｓ
９

ウと

かよ

しＺ

うやく畑ｾ.訟レ、ヤ勝乎曙・にも達､･碁
いａ了、

　

大雷dJll･々dﾜ美t/廿と，ん膚1=あ,3､れ鳶:例溌1･1 1:鎚れ，

今週lj、§り，の叙郷d7荼瓜tニ住ｔヽこ，と.になり３レた．

刄さ穿ｔrj冷９ざ,と．吸11つらない?1:うＺ¨‘9ボ．参が夕ない

と.のつと. , ＼々1て,ツとしＺい１″す．

　

ニニ，は･．おjjQ･が’ｉく７美味レヽヽ僻．これ以ji#.irと

磁や・さ∂1;･俤に

　

ｔ似．1/なが｀ら．命しい鸚.4!; ｔ｀ぶろりと，張

リ‘t;刀りＺいｌｊ。

　

,どりぞきびに．お｀いざ｀下‘ごい．お｀綺多しＺいａｌ。

廊節

　　　

價呼和J－

哨'ｙａｘtＵ戮ＳＷａ　ｔχχ＼＼＼＼v.＼‘ai!ａＶａ‘.Ｘなv.u＼uＳａ｀ＷilA^rwvuw･AYAWW.tχχＸｙａaX'ａt７Ｖλ.･AWAW.W‘XV.Y!ａ゛.りαぷAV

/3
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.i Ea -A-

各杷Eからの報碁を聞くLこつけ､本割こ碩しく,PuL､

ます. ｢/毛卑公をxpりまし7-__｣ ｢初めて新年公t開

きまLTこ. ｢ 2ケF]L-:度くらし､07集L)てすが､声をかける

と8-piLJ以上が出席しまJl. - td'どなと､私燦もなんとがし

机仲LllとiiJALに励まされてし-るくらし､7.号･

合舜同士が病和中間t,し､うよL) ,牽強欄燭の友逢､隣適所

の親LL､友人として.おイ照余し､してみて下さし､｡それこプラ

●　ス､ E]分の体のことむ理解してくれる人だとしたら･二んね＼77

推し､押掛かノld:し､ i,思し､ますよ.

(おイ更りコーナーLま休みました. )

十　　十

●
弟rこる6F]I2日- 73EIL東京7㌧行な半折る

支部長会議に.長谷ノ照ん七私で行って参りまJl ･

励ま初めての合議勧0-61.ちょ-ぴt)不老もあ冊寸が一

息各日さん信助丁てし､7,J-lL＼て商港泉しこ過ごしてさT-J乙思

って細れ　　(小%,尋

- /Lf　-



●
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